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CHUO 選抜思考力型入試 サンプル問題

次の ( I ) ～(3) の問題 にチャレンジしてみましょう。 また、解答 は、解答用紙 に書 きましょう。

( I ) 次 の文 中の① ～③ の空 らんにあてはまる数 字 をそれぞれ答 えなさい。 ただし、小数 点以

下 は四捨 五 入をして計算すること。

I 990 年 には約 53 億 2 ! 00 万人であった世界 人 口は、2020 年 には約 77 億 9480

万人 まで増加 した。つまり、この 30 年 の間 に世 界人 口は約 ( ① ) %増加 したことになる。

なかでもアジアでの人 口増加 は著 しく、1990 年 の約 32 億 1300 万人 か ら 2020 年 に

( ② ) 万人へ と約 14 億 2800 万人 もの人 口増加 が、見 られた。このように人 口が 急激 に

増 加する現 象 を人 口爆 発 という。一 方で、、オセアニアは人 口が微増 しているものの、2020

年現在 、約 ( ③ ) 万人 と世界人 口の約 0 .54%にすぎない。地域 間で人 口には大きな違 い

があるといえる。



(2) 下 の 【表 I 】は 日本の食料 自給率 を、【表 口】は 日本 の大豆 の需要 と供給 を示 している。

① 表 !! か ら考 えて、表 I の大豆 の 自給 率 「X」は、およそ何 %ですか。小数 第 ¦ 位 を四捨

五 入 して整数で、答 えなさい。

② 表 I を見ると米 と鶏 卵の 自給 率 は高いですが、農産物 の輸 入が大幅 に減 少すると米より

も鶏 卵の生産 に大きな影 響 が 出ると考 えられ ますQその理 由を 30 字以 内で答 えなさい。

【表 I 】

項 目 割 合 ( % )

穀物 28

米 97

小麦 12

大豆 X

 野 菜 78

果実 38

肉類 ( くじら肉 を除く) 5 1 _

鶏 卵 96

{ 牛乳 ・乳製 品 59

供給熱 量 自給 率 37

20 1 8 年 「食料 需給 表 」より

【表 !! 〕 ( 単位 : 千十)

 生産量 2 1 1

輸 入量 3236

輸 出量 0

消 費量 3567

20 18 年 「食料 需給 表』より

(3) 次 の地 図は、表 にある岩手 県北上市 の人 口密度 を凡例 にしたがって表 したものです。北

上市 にならって 盛 岡市 と岩 泉町の人 口密度 を求めなさい。ただし、小数第 ¦ 位 を四捨五

入 して整数で、答 えなさい。 また、凡例 にしたがい、地 図を完成させなさい。

【凡例】 単位 ( 人/ km?)

400以上

300以上400未満

100以上300未満

I 〇0未満

【表 〕

市 町村名 面積 緬 ) 人 口 ( 人) 人 口密度 ( 人/ 雨)

北上市 438 92,056 2 10

盛 岡市 886 282,960 7a

岩 泉町 992 8,3 10 7■

2023年 人 口、人 口密度岩 手 県 ( 帝 国書 院) より
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次の文は、石原純 とい う人が、江戸時代 に科学者や植物学者、演劇の脚本家 として も活躍

した平賀源内 とい う人の伝記によせた前書 きです。 これ を読んで、後の設問に答 えなさ

い。

今の世のなかで私たちの役に立っているいろいろなア産業技術や、それ と関係 している

さまざまの問題のもとは、いずれ も科学の上での深 い研究にもとづ くので、その意味で科

学 と技術 とはいつ も密接 につなが り合 っているのです。現在では、そ うい う科学や技術が

すば らしく進んで来ていて、私たちが何 をす るにもそれ らのおかげをこ うむ らないわけに

ゆかな くなっているのですが、今か ら数 百年 も前の時代にさかのぼると、科学や技術 もま

だ さほど進んではいなかったので、一般の世のなかの人たちもそれ らを今 日のよ うに重 く

は見ていなかったの も事実であ ります。おまけにその頃には科学や技術が西洋では多少 と

も進んで来てはいたのですが、我が国には全 くのイ実用的な技術の外には、学問 としての

科学などはまるで無かったので、学間 といえば昔の聖賢の 普に通ず るとい うことが主にせ

られていたのですか ら、 この時代に最初 に①そ うい う道に進む とい うことが どれ ほ ど難か

しかったかは、恐 らく想像以上のことであったに違いないので した。 ところで、ここでお

話 ししようとす る平賀源 内は、江戸時代 に今か らは二百十余年 ほど前に生まれた人なので

すか ら、おまけにそれ もさほ ど高 くない家に育ったので したか ら、普通な らばそのままで

終 るはずであったのですが、 どこかに科学や技術 を好む性格 をもっていた と見えて、その

頃 としては実に驚 くべ きほどのいろいろな仕事を したので、そ うい う点か ら見て、いかに

も非凡な人物であった といわな くてはな らないで しょう。それで源内が どんな事 をな し遂

げたか とい うことについて、次にざっとお話 ししてみたい と思 うのです°

問 1 本文において、傍線ア 「産業技術」 と傍線イ 「実用的な技術」には どのよ うな違い

があ りますか ？ 説明 しな さい。

問 2 傍線① 「そ うい う道」 とは どのよ うな道か説明 しなさい。

問 3 あなたの身近にある、科学が生か された技術 を一つ挙げ、それによってあなたの生

活が どのように変化 したか説明 しな さい,

問 4 科学による技術 は必ず しも人間によいことばか りをもた らす とは限 りません, 現代

におけるそのよ うな例を一- 挙げな さい。 また、そのことに人類は どう対応す るべ

きなのかあなたの考えを書きなさい。


